
 

ゆきの灯り  令和４年１２月発行 油木協働支援センター https://www.yukikyoudou.com 

 

 

 

 

第７１号 

令和４年１２月発行 

油木協働支援センター 

ＴＥＬ 82-0701 

ＦＡＸ 82-2228 

 

 

ゆ
き
の
灯
り 

 

１１
月
２４
日
（
木
）
か
ら
１１
月
２７
日
（
日
）
に
か
け
て

「
油
木
ブ
ロ
ッ
ク
総
合
文
化
祭
美
術
部
門
」（
主
催
：
神
石

高
原
町
文
化
連
盟
油
木
ブ
ロ
ッ
ク
・
協
賛
：
油
木
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
文
化
イ
ベ
ン
ト
部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
芸
術
・
文
化
の
秋
」
に
相
応
し
く
、
会
場
に
は
油
木

地
域
の
保
育
所
か
ら
小
・
中
・
高
・
一
般
ま
で
、
多
く
の

書
画
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
じ

っ
く
り
と
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

１１
月
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」 

は
３
回
開
催
さ
れ
、
元
気

に
活
動
し
ま
し
た
。 

□
も
の
づ
く
り
教
室
③ 

（
１１
月
１２
日
） 

 

松
岡
純
夫
先
生
の
指
導

で
、「
竹
ス
キ
ー
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ

の
冬
は
積
雪
が
あ
れ
ば

良
い
で
す
ね
。 

□
楽
描
教
室
③ 

 
 

 
 

（
１１
月
１９
日
） 

 

若
林
佐
都
子
先
生
先
生

の
指
導
で
、
絵
具
や
ス

タ
ン
プ
版
画
を
使
っ
て

「
来
年
の
干
支
う
さ

ぎ
」
を
描
き
ま
し
た
。
年

賀
状
の
イ
ラ
ス
ト
練
習

に
な
っ
た
か
な
。 

□
し
め
縄
作
り
教
室 

（
１１
月
２６
日
） 

 

坂
本
行
正
先
生
の
指
導

で
、「
し
め
縄
作
り
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
お
正

月
用
と
し
て
家
で
飾
れ

る
か
な
。 

 

  
 

                               

      

 

１１
月
１９
日
（
土
）、「
閉
館
」
か
ら
一
か
月
半
が
経
過
し
、

す
っ
か
り
寂
し
く
な
っ
た
油
木
百
彩
館
駐
車
場
に
お
い

て
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
・
わ
く
わ
く
農
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
チ
ー
ム
主
催
の
「
ゆ
き
軽
ト
ラ
掘
り
出
し
朝
市
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

年
度
当
初
に
は
「
軽
ト
ラ
掘
り
出
し
市
」
の
計
画
は
あ

っ
た
も
の
の
、
油
木
百
彩
館
閉
館
の
報
に
よ
り
計
画
は
一

時
宙
に
浮
い
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
開
催
は
「
油
木
地
区
に
賑
わ
い
を…

」「
野
菜
の

定
期
販
売
・
購
入
の
機
会
を…

」
等
の
声
を
受
け
実
現
し

た
も
の
で
、
久
々
に
早
朝
か
ら
油
木
百
彩
館
界
隈
は
、
元

気
な
声
と
明
る
い
顔
で
活
気
に
溢
れ
ま
し
た
。 

 

油
木
百
彩
館
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
山
積

み
で
す
。
今
後
は
「
協
議
会
」
を
通
じ
て
検
討
さ
れ
て
い
く

よ
う
で
す
が
、
地
域
住
民
の
願
い
が
活
か
さ
れ
る
方
向
に

進
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。 

     
 

 
 

 

 

 

 

   

入江嘉則町長より「ＪＩＮ（神）プ

レミアム」認定証が授与されました。

（１１月８日 於：にしかわ化石館） 

 

最
終
日
１１
月
２７
日
（
日
）
に
は
「
ガ
ー
リ
ア
」

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
会
場

は
温
か
い
音
楽
で
溢
れ
て
、
無
事
文
化
祭
が
終

了
し
ま
し
た
。 

  

今
回
の
文
化
祭
は
油
木
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
が
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
施
設
設
備

の
面
も
含
め
、
改
め
て
日
頃
か
ら
「
芸
術
に
触

れ
る
場
（
施
設
）
が
あ
る
こ
と
」
の
必
要
性
も

感
じ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

◆お知らせ 

「年末年始の閉庁・閉館」について 

・油木協働支援センター  

・分室「にしかわ」 

・にしかわ化石館      共に 

１２月２９日（木）～１月３日（火） 

まで「閉庁・閉館」します。 

 

 

 

会期中に会場を訪れた方からの投票

により、濱田直弘さんの作品が「一番

感動した作品」に選ばれました。 
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－子どもの心（思春期）－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                    

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 
 

 

 

親と距離を置 

きたがる 

友達との関係 

が変化する 

異性への関心 

が高まる 

新しい価値観 

を獲得する 

本質への関心 

が高まる 

自分の変化に 

戸惑う 

 

思春期とは 

 この時期は、心も身体も大人ではないが全くの子どもでも

ない状態（思春期初期）から始まり、次いで大人と子どもが

入り交じりせめぎ合う状態（思春期中期）、そして最後には心

も身体も大人であることを確かなものとしていく状態（思春

期後期）の３つの段階に分けることができます。 

 
〈よく言われる子育ての四訓〉 

乳児は、しっかり肌を離すな  

幼児は、肌を離せ、手を離すな 

少年は、手を離せ、目を離すな 

青年は、目を離せ、心を離すな 

 

 

 

 

 

１１
月
２
日
（
水
）、
神
石
高
原
中
学
校
「
地
域
ふ
れ
あ

い
行
事
」
が
「
仙
養
ケ
原
」
を
会
場
に
行
わ
れ
、
油
木
地

区
在
住
の
生
徒
が
「
ド
ロ
ー
ン
体
験
」
と
「
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
作
製
体
験
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
行
事
は
、「
神
石
高
原
テ
ィ
ア
ガ
ル
デ
ン
」、「
神

石
高
原
ド
ロ
ー
ン
活
用
研
究
会
」
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

た
も
の
で
、
生
徒
も
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
た
と
思
い

ま
す
。
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。 

               
 

 

１１
月
５
日
（
土
）、
シ
ル
ト
ピ
ア
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て 

秋
田
嘉
代
美
先
生
（
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
）
を
講
師

に
、「
読
書
と
学
ぶ
力
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
（
神
石
郡
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
・
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
共
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
神
石
郡
内
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
・
広
島
県
内

図
書
館
関
係
者
・
地
域
関
係
者
等
が
参
加
し
、
秋
田
嘉
代

美
先
生
の
講
演
を
通
じ
て
、
「
読
書
環
境
・
習
慣
の
大
切

さ
」
等
、
学
校
・
家
庭
・
地
域 

で
の
読
書
活
動
に
対
す
る
意
識 

や
、
読
書
推
進
に
向
け
て
の
連 

携
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

    
 

  

 

  
 

 

 
 

 
 

                

 

 

 

 

「
令
和
３
年
度
広
島
県
教
育
賞
」
に
、
地
域
文
化
団
体
の

部
で
「
油
木
神
儀
保
存
会
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
賞
は
、
広
島
県
に
お
い
て
「
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
文
化
、
教
育
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
、
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人
・
団
体
」
に
対

し
て
広
島
県
教
育
委
員
会
が
表
彰
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年

度
の
団
体
の
部
受
賞
は
「
油
木
神
儀
保
存
会
」
だ
け
で
す
。 

 

受
賞
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
広
島
県
無
形
文
化
財
（
昭
和

３５
年
指
定
）
と
し
て
の
保
存
・
伝
承
・
後
進
指
導
等
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
来
は
、
広
島
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
３

年
度
の
表
彰
式
は
実
施
さ
れ
て 

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
教
育
賞 

の
受
賞
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で 

あ
り
、
受
賞
の
時
点
（
令
和
３ 

年
度
中
）
で
、
そ
の
価
値
を
広 

く
周
知
し
て
神
石
高
原
町
と
し 

て
分
か
ち
あ
う
こ
と
が
、
生
涯 

学
習
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
思 

い
ま
す
。 

                       

 

「
絵
本
の
会
ゆ
き
ん
こ
」
で
は
、「
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
「
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ

ッ
ジ
図
書
館
」
ま
で
。（

８２‐

２
０
０
２
） 

 

 

 
 

神
石
高
原
の
山
々
も
、
日
ご
と
に
秋
の
深
ま
り
が
増
し
て
い

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

先
日
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

小
学
生
の
頃
、
担
任
の
先
生
か
ら
化
石
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
た
だ
い
て
以
来
、
地
学
が
大
好
き
に
な
り
、
そ
の
時
の
ワ
ク

ワ
ク
感
が
甦
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
昨
夜
は
皆
既
月
食
と
天 

王
星
食…

ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
り
ま 

せ
ん
。 

 

是
非
、
ま
た
、
化
石
館
を
訪
れ
た 

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
益
々
の
ご
発
展 

を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

１１
月
に
岡
山
県
か
ら
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を
訪

れ
た
方
よ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

協力：藤井正徳氏（三和高蓋） 

期間：令和４年１２月１２日（月） 

      ～ 令和５年２月３日（金） 

11:00～19:00（祝日・休日：閉館） 

場所：「にしかわ」展示室 

 

 

南の国の「秘宝」がちょっと気になります・・・ 

にしかわ化石館来館者数 

町内  ４３１名 

町外  ２１５名 

写真はイメージ 

 

１１
月
１３
日
（
日
）
、
城
山
自
治
振
興
会
主

催
の
「
防
災
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
災
害
時
の
備
え
」
に
つ
い
て
佐
藤
仁
史
さ

ん
が
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
、
神
石
高
原
ド
ロ

ー
ン
活
用
研
究
会
に
よ
る
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
飛

行
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

１１
月
２
日
（
水
）
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
地
震
発
生
を
想
定
し
た
「
広
島

県
一
斉
訓
練
」
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
適
切
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 
 

 

              

 

 

広島県教育賞（昭和４４年創設） 延べ受賞者数（令和３年度表彰分を除く） 

個人：４７６名  団体：５１団体   －広島県教育委員会ＨＰ－  


